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●
石
井
町
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
（
平
成
17
年
法
律
第

１
２
３
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
公

費
負
担
医
療
制
度
の
名
称
に
つ
い

て
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
名
称
と

す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
。

●
石
井
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

公
営
住
宅
法
の
改
正
に
関
し
、

公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
22
年

政
令
第
２
４
０
号
）
及
び
公
営
住

宅
法
施
行
規
則
（
昭
和
26
年
建
設

省
令
第
19
号
）
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
石
井
町
営
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
条
例
に
お
け
る
引
用

条
例
に
つ
い
て
改
め
る
必
要
が
あ

る
た
め
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
小
集
落
地
区
改
良
住
宅

設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

公
営
住
宅
法
（
昭
和
26
年
建
設

省
令
第
19
号
）
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
石
井
町
小
集
落
地
区

改
良
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
に

お
け
る
引
用
条
項
に
つ
い
て
改
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
平
成
29
年
度
石
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額

�

４
億
９
，３
０
５
万
３
千
円

予
算
の
総
額

�

91
億
５
，０
７
７
万
６
千
円

●
平
成
29
年
度
石
井
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

補
正
額

�

２
億
７
，４
１
７
万
９
千
円

予
算
の
総
額

�

41
億
６
，２
７
３
万
１
千
円

●
平
成
29
年
度
石
井
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額

�

８
，４
６
１
万
４
千
円

予
算
の
総
額

�

28
億
５
４
０
万
円

●
石
井
町
副
町
長
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　

石
井
町
副
町
長
に
阿
部
龍
裕
氏

（
南
島
）
の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

■
石
井
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
推
進
会
議

　

石
井
町
の
地
方
創
生
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
で
す
が
、
平
成
29

年
７
月
26
日
に
第
６
回
石
井
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で

は
、
石
井
町
の
地
方
創
生
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
針
、
数

値
目
標
及
び
実
践
す
る
事
業
等
を

定
め
た
「
石
井
町
総
合
戦
略
」
の

評
価
、
検
証
及
び
見
直
し
に
つ
い

て
、
委
員
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご

意
見
、
ご
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
事
業
の
追
加
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ

の
変
更
等
に
反
映
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
地
方
創
生
加

速
化
交
付
金
に
よ
り
実
施
し
ま
し

た『「
お
・
い
し
い
玉
手
箱
」シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
』
と
地
方

創
生
推
進
交
付
金
に
よ
り
実
施
し

ま
し
た
『「
住
み
た
い
ま
ち
石
井
」

創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
事
業
評

価
も
行
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
推
進
会
議
は
平
成
30
年

２
月
頃
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　

子
育
て
し
や
す
い
町
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
石
井
町
で
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
を
さ
れ
る
方
々
を

応
援
す
る
た
め
に
、
様
々
な
子
育

て
支
援
施
策
を
記
載
し
た
子
育
て

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
今
年
度
事
業
と

し
て
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
母
子

保
健
や
保
育
・
幼
児
教
育
な
ど
の

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報

を
、
で
き
る
だ
け
見
や
す
く
、
分

か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
こ
と

で
、
ご
覧
い
た
だ
く
方
々
の
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
な
冊

子
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
健
康
増
進
課

　

今
年
度
よ
り
町
内
歯
科
委
託
医

療
機
関
に
お
い
て
歯
周
疾
患
検
診

を
７
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
の
間

で
、
30
、
40
、
50
、
60
、
70
歳
の

方
を
対
象
に
無
料
で
実
施
い
た
し

ま
す
。
歯
周
病
は
放
置
し
て
お
く

と
全
身
の
病
気
（
糖
尿
病
、
心
臓

病
、
脳
血
管
疾
患
等
）
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
歯
や
口
の
状
態
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
歯
周
病
予
防
、
生
活
習

慣
の
改
善
を
行
い
、
全
身
の
病
気

の
発
症
予
防
、
重
症
化
予
防
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
対
象
年
齢
の
方
は
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

■
教
育
・
保
育
施
設
の
整
備
状
況

　

現
在
、
高
川
原
小
学
校
南
側
用

地
で
行
わ
れ
て
い
る
、
さ
く
ら
認

定
こ
ど
も
園
の
新
築
移
転
工
事
は

順
調
に
進
行
し
て
お
り
、
ま
も
な

く
新
し
い
施
設
が
完
成
す
る
見
込

み
で
す
。
ま
た
、
待
機
児
童
対
策

と
し
て
保
育
定
数
を
80
名
か
ら
90

名
に
拡
大
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
有
誠
福
祉
会
に

よ
る
新
し
い
私
立
保
育
園
整
備
計

画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
で
す

が
、
国
庫
補
助
金
の
交
付
が
決
定

し
た
の
で
、
旧
町
立
老
人
ホ
ー
ム

気
延
荘
跡
地
に
お
い
て
、
施
設
の

建
築
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

順
調
に
進
行
し
ま
す
と
平
成
30
年

４
月
に
新
た
な
私
立
保
育
園
が
開

園
と
な
り
ま
す
。

■
学
童
保
育

　

石
井
地
区
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

は
、
利
用
希
望
の
児
童
数
が
多
く

施
設
規
模
の
都
合
も
あ
っ
て
、
他

の
地
区
と
異
な
り
、
夏
休
み
期
間

町
政
の
概
要

議
会
だ
よ
り

　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
町
議
会
を
９
月
６
日
か
ら
15
日
ま

で
の
10
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
に
提
出

さ
れ
た
町
提
出
の
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

補

正

予

算

人

事
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中
の
み
に
限
定
し
た
利
用
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

対
策
と
し
て
、
今
年
の
夏
休
み
期

間
中
に
お
い
て
は
、
石
井
小
学
校

の
ご
配
慮
に
よ
り
、
校
舎
内
の
児

童
会
室
を
お
借
り
し
、
希
望
者
を

募
り
、試
験
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

夏
休
み
期
間
限
定
の
学
童
保
育
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
も
こ
れ
を
継
続
し
、

学
童
保
育
を
１
年
通
し
て
利
用
す

る
か
、
も
し
く
は
夏
休
み
期
間
中

に
限
定
し
て
利
用
す
る
か
を
、
利

用
者
に
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
体

制
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

高
原
地
区
の
学
童
保
育
に
つ
い

て
で
す
が
、
今
年
５
月
に
閉
所
さ

れ
た
名
西
郡
農
協
高
原
支
所
の
事

務
所
を
お
借
り
し
て
、
学
童
保
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
施
設
を
い
つ
ま
で
学
童
保
育

に
お
借
り
で
き
る
か
は
現
在
の

と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
次
の
対
策
と
し
て
、
国
・

県
の
補
助
金
を
頂
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
と
い
う
条
件
の
も

と
に
、
高
原
学
童
保
育
の
専
用
施

設
を
、
高
原
小
学
校
に
隣
接
す
る

旧
高
原
幼
稚
園
跡
地
の
東
側
部
分

に
整
備
す
る
計
画
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　

交
通
安
全
子
供
自
転
車
徳
島
県

大
会
で
３
連
覇
を
果
た
し
た
高
原

小
学
校
児
童
４
名
が
、
８
月
９
日

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
た

全
国
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
中
学
校

総
合
体
育
大
会
に
石
井
中
学
校
男

女
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、
柔
道
個
人
の

部
で
高
田
莉
杜
夢
さ
ん
が
出
場
し

ま
し
た
。
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は

健
闘
し
全
国
ベ
ス
ト
８
の
成
績
を

残
し
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
、
小
中
学
生
８
名
が

こ
の
議
場
に
お
い
て
１
日
議
員
と

な
り
、
子
ど
も
議
会
を
行
い
ま
し

た
。
生
活
の
身
近
な
問
題
（
公
共

施
設
の
整
備
や
住
環
境
）
や
ア
イ

デ
ア
（
空
き
家
を
活
用
し
た
「
小

さ
な
」
図
書
館
）
を
だ
し
て
も
ら

う
と
同
時
に
、
議
会
の
役
割
や
し

く
み
を
学
び
体
験
し
ま
し
た
。

■
空
き
家
対
策

　

空
き
家
等
の
適
正
管
理
及
び
利

活
用
の
推
進
に
向
け
た
具
体
的
な

対
策
を
講
じ
る
に
あ
た
り
、
本
町

で
家
屋
等
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
々
に
対
し
、
現
在
の
利
用
状

況
や
、
家
屋
の
管
理
や
利
活
用

に
関
す
る
ご
意
向
を
伺
う
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
４
６
７
名
の
家
屋
等
所
有
者

の
方
々
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

現
在
２
６
２
名
、
回
答
率
に
し
て

56
・
１
％
の
方
々
か
ら
ご
回
答
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
が
現
在
の
家
屋
等

の
維
持
管
理
の
経
済
的
負
担
、
ま

た
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
管
理
を

継
続
で
き
る
か
と
い
う
不
安
を
抱

え
る
な
か
、
売
却
・
賃
貸
と
い
っ

た
資
産
と
し
て
の
活
用
と
、
自
己

管
理
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ご
意

向
、
ど
ち
ら
も
強
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
現
状
に
お
け
る
本
町
の
空

き
家
対
策
は
、
利
活
用
と
自
己
管

理
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
意
向
に
対
し

て
お
手
伝
い
が
で
き
る
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
防
災
行
政
無
線

　

８
月
18
日
、
中
国
・
四
国
９
県

全
て
の
市
町
村
で
「
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」

の
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
石
井
町
で
も
、
午
前
11
時
よ

り
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連
動
し
た
、
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
行

政
無
線
の
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
及

び
、
本
庁
館
内
放
送
で
、
政
府
か

ら
送
ら
れ
た
緊
急
放
送
の
動
作
確

認
を
行
い
、
防
災
行
政
無
線
は
不

具
合
な
く
情
報
伝
達
訓
練
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
防
災
・
減
災
対
策

　

７
月
に
、
県
よ
り
「
徳
島
県
中

央
構
造
線
・
活
断
層
地
震
被
害
想

定
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
石
井

町
の
震
度
想
定
は
６
強
で
あ
る
と

予
想
さ
れ
て
お
り
、
土
地
地
盤
の

液
状
化
も
高
い
確
率
で
起
こ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
石
井

町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
度
末

ま
で
に
は
、
中
央
構
造
線
・
活
断

層
地
震
も
想
定
し
た
、
新
し
い
地

域
防
災
計
画
を
策
定
し
、
よ
り
効

果
的
な
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
事
業

に
つ
い
て
で
す
が
、
本
町
で
は
、

身
近
な
地
震
対
策
と
し
て
昨
年
度

よ
り
実
施
し
て
い
る
「
家
具
転
倒

防
止
器
具
設
置
事
業
」
に
、
８

月
か
ら
新
た
な
支
援
策
と
し
て
、

「
12
歳
以
下
の
児
童
の
い
る
」
ご

家
庭
に
も
、利
用
対
象
を
拡
大
し
、

小
さ
な
お
子
様
が
お
住
ま
い
の
世

帯
に
も
家
具
転
倒
防
止
器
具
を
無

償
で
設
置
い
た
だ
け
る
よ
う
、
制

度
を
拡
充
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険

　

今
年
度
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

平
成
32
年
度
ま
で
の
３
年
を
計
画

期
間
と
す
る
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

策
定
の
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
第

１
回
の
石
井
町
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
委
員
会
を
８
月
17
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
６
月
に
は
、
こ
の

計
画
の
基
礎
資
料
収
集
を
目
的
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、３
，０
６
３
件
中
、１
，

９
４
７
件
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
調
査
結
果
か
ら
現
状

を
把
握
し
、
本
町
の
課
題
を
整
理

し
た
う
え
で
、
第
７
期
計
画
で
取

り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て
検
討

し
、
計
画
策
定
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

■
福
祉
生
活
課

　

第
３
期
石
井
町
障
が
い
者
計

画
・
第
５
期
石
井
町
障
が
い
福
祉

計
画
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年
７

月
１
日
に
策
定
委
員
会
設
置
要
綱

を
制
定
し
、
同
月
19
日
に
、
第
１

回
の
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、
計

画
の
趣
旨
・
概
要
及
び
計
画
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
集
約
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
な
が
ら
、

今
年
度
中
に
計
画
を
策
定
し
報
告

す
る
予
定
で
す
。

　

前
山
公
園
の
墓
地
に
つ
い
て
で

す
が
、
少
し
で
も
楽
に
お
墓
参
り

出
来
る
よ
う
前
山
公
園
墓
地
の
頂

上
付
近
に
蛇
口
を
設
置
し
ま
し

た
。
蛇
口
は
今
回
設
置
し
た
所
を

含
め
て
数
か
所
あ
り
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
蛇
口
の
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
前
山
公
園
墓
地

の
上
り
坂
に
つ
い
て
も
高
齢
者
の

方
が
滑
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
、
今

年
度
整
備
す
る
予
定
で
す
。

■
環
境
保
全
課

　

ご
み
処
理
施
設
の
広
域
整
備
に

関
し
て
、
先
の
６
月
議
会
に
お
い
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て
上
程
し
た
議
案
「
一
般
廃
棄
物

の
処
理
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に

つ
い
て
」
を
ご
承
認
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
徳
島
市
議
会
で

も
同
様
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
一
般
廃
棄
物
の
処

理
に
係
る
事
務
委
託
に
つ
い
て
、

徳
島
市
と
協
議
書
を
取
り
交
わ
す

と
同
時
に
、
石
井
町
の
条
例
等
と

し
て
の
効
力
を
有
す
る
徳
島
市
条

例
等
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に

関
す
る
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約

の
制
定
に
つ
い
て
、
徳
島
市
長
と

の
連
名
に
よ
り
県
に
届
け
出
た
と

こ
ろ
で
す
。

■
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業

　

八
坂
橋
の
架
け
替
え
を
計
画
し

て
い
る
町
道
高
川
原
33
号
線
改
良

事
業
で
す
が
、
橋
脚
工
、
護
岸
工

に
つ
い
て
非
出
水
期
に
着
手
し
完

了
で
き
る
よ
う
、
発
注
の
準
備
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
長
寿
命
化
対
策
事

業
と
し
て
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
よ
り
御
所
地
橋
及
び
一
丁
地

東
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
に
つ
い

て
、
非
出
水
期
の
着
工
に
向
け
、

現
在
発
注
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

定
期
点
検
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
町
が
管
理
す
る
橋
長
２
ｍ
以
上

の
橋
梁
３
５
７
橋
に
つ
い
て
、
５

年
に
一
度
の
頻
度
で
点
検
を
行

う
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に

１
８
３
橋
の
点
検
を
終
え
、
７
月

に
１
２
１
橋
の
点
検
に
つ
い
て
発

注
を
し
ま
し
た
。

■
広
報
事
業

　

現
在
年
間
６
回
、
毎
回
９
，

３
０
０
部
の
発
行
を
行
っ
て
い
る

「
広
報
い
し
い
」
が
平
成
30
年
１

月
発
行
で
２
０
０
号
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
、
２
０
０
号
発
行
に
合

わ
せ
た
記
念
企
画
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
２
０
０
号
の

表
紙
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く

作
品
を
募
集
す
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
の
開
催
や
広
報
ク
イ
ズ
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
充
実
等
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

■
地
元
商
工
業
応
援
事
業

　

石
井
町
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
宝
く

じ
を
再
度
復
活
さ
せ
、「
石
井
町

内
で
お
買
物
を
」
を
訴
求
し
、
顧

客
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も
に

「
町
民
（
消
費
者
）
フ
ァ
ー
ス
ト
」

と
い
っ
た
事
業
者
の
意
識
づ
け
、

消
費
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
１
日
か

ら
１
か
月
間
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

12
月
２
日
午
後
１
時
よ
り
フ
ジ
グ

ラ
ン
石
井
に
て
イ
ベ
ン
ト
を
絡
め

た
抽
選
会
を
行
う
予
定
で
す
。
今

後
に
繋
が
る
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
宝

く
じ
２
０
１
７
を
商
工
会
と
連
携

の
も
と
本
町
活
性
化
の
た
め
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
税
務
課

　

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て
で

す
が
、
町
税
の
現
年
度
分
の
徴
収

率
は
、
98
・
4
％
、
滞
納
繰
越
分

に
つ
い
て
は
、
30
・
8
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
現
年
度
分

の
徴
収
率
は
93
・
5
％
、
滞
納
繰

越
分
に
つ
い
て
は
、
19
・
8
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
税
と
国
民

健
康
保
険
税
を
合
わ
せ
た
収
入
未

済
額
は
２
億
６
，３
６
７
万
４
，

９
０
８
円
と
な
り
、
平
成
27
年
度

決
算
よ
り
、
１
，４
８
６
万
９
，

１
２
３
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
当
初
の
収
入
未
済

額
３
億
７
，２
２
１
万
９
，７
５
３

円
と
比
較
し
ま
し
た
ら
、
５
年
間

で
、
１
億
８
５
４
万
４
，８
４
５

円
の
縮
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
石
井
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散

　

本
町
の
出
資
に
よ
り
昭
和
58
年

３
月
に
設
立
さ
れ
た
石
井
町
土
地

開
発
公
社
で
す
が
、
近
年
、
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
一

定
の
役
目
を
終
え
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

石
井
町
土
地
開
発
公
社
の
出
資

団
体
で
あ
る
石
井
町
と
し
て
は
、

今
後
、
公
社
を
解
散
す
る
方
向
で

そ
の
意
向
を
伝
え
る
と
共
に
、
必

要
な
事
務
手
続
き
等
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平　成　２8　　年　度　各　会　計　決　算

会計名

区分
一 般 会 計

国 民 健 康
保 険
特 別 会 計

住宅新築資金
等貸付事業
特 別 会 計

給 与 集 中
管 理
特 別 会 計

後期高齢者
医 療
特 別 会 計

介 護 保 険
特 別 会 計

歳 入 総 額 9,811,325 3,864,449 5,412 1,157,842 328,686 2,689,486
歳 出 総 額 9,309,287 3,592,608 5,396 1,157,842 326,870 2,602,687
歳 入 歳 出 差 引 額 502,038 271,841 16 0 1,816 86,799
翌 年 度 へ
繰り越すべき財源 86,905 0 0 0 0 0

実 質 収 支 額 415,133 271,841 16 0 1,816 86,799

　　　　　　　水道事業会計　　　　　（単位：円）
収益的収支（税抜き） 資本的収支（税込み）
収 入 556,663,234 収 入 35,582,760
支 出 403,898,479 支 出 224,740,141
当年度
純利益 152,764,755 不足額 189,157,381

　　　　　　　健全化判断比率　　　　（単位：％）
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－ － 5.5 －

　　　　　　　資金不足比率　　　　　（単位：％）
水道事業会計 －

（単位：千円）

※�不足額は、当年度分損益勘定留保資金、減債積立金で補てん。

※�実質赤字比率・連結実質赤字比率は黒字のため数値なし。
将来負担比率は算定されないため数値なし。

※資金不足比率は黒字のため数値なし。
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石井町学校給食センター
臨時調理員募集

募集期間　�随時（土・日・祝祭日
を除く、午前 8 時 30
分～午後 5時）

選考方法　�書類審査及び面接（必
ず履歴書をご持参下さ
い）

雇用期間　�採用日～平成 30 年 3
月 31 日

募集人員　4名
雇用条件　�日給 8,000 円 （雇用保

険・労災保険・社会保
険あり）

問石井町立学校給食センター
� ☎ 675－1210

石井町がん対策保健推進員
養成講座

　町民の皆様の健康づくりを支援
するために、健康づくりボラン
ティア「がん対策保健推進員」が
活躍しています。
　町内在住の 40 歳以上の方で、
がん対策保健推進員として活動し
てみたいという方は、養成講座を
受講してください。
日　時　12 月 13 日（水）
　　　　午後１時30分～午後 3時
場　所　保健センター
問受講希望者は、12 月 8 日（金）
までに健康増進課（保健センター）
☎ 674－0001 までお申込みくださ
い。

求職者支援制度をご存じですか

　求職者支援訓練の受講に関する
説明会を次のとおり開催します。
（事前予約不要）
●「求職者支援訓練受講説明会」
の開催日時
12月 6 日（水）10時～11時40分
12月20日（水）10時～11時40分
１月11日（木）10時～11時40分
１月25日（木）10時～11時40分
問徳島公共職業安定所
　（徳島市出来島本町１丁目５番地）
� ☎ 622－6374

暮らし

1
い い

1月3
みらい

0日は「年金の日」です！

　厚生労働省では、「国民一人一
人が「ねんきんネット」等を活用

しながら、高齢期の生活設計に思
いを巡らしていただく日」として、
11（いい）月 30（みらい）日を「年
金の日」としました。
　この機会に、「ねんきん定期便」
や「ねんきんネット」で、ご自身
の年金記録と年金受給見込額を確
認し、未来の生活設計について考
えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用い
ただくと、いつでもご自身の年金
記録を確認できるほか、将来の年
金受給見込額について、ご自身の
年金記録を基に様々なパターンを
試算することもできます。
　「ねんきんネット」については、
日本年金機構のホームページでご
確認いただくか、徳島北年金事務
所（☎ 655－0200）にお問い合わ
せください。

健康相談・体操教室

日　時　11 月 16 日（木）
　　　　12 月 21 日（木）
健康相談（要予約）：
　　　　　午後 1時～午後 3時
体操教室：午後 3時～午後 4時
場　所　健康増進課
� （保健センター）
対　象　�町内在住の

40歳以上の
方

参加費　無料
問健康増進課（保健センター）
� ☎ 674－0001

年末年始の役場業務

　役場業務は次のとおり休みにな
ります。
◆役場一般業務
12 月 29 日（金）～ 1月 3日（水）
出生・死亡・婚姻届等の戸籍届書
は受付します。
問総務課　☎ 674－1111

徳島県最低賃金

※一部の製造業には特定最低賃金
が定められています。
問徳島労働局賃金室
� ☎ 652－9165

高川原福祉会館だより

平成29年度後期高齢者医療
制度の歯科健康診査

　後期高齢者医療制度に加入され
ている節目の年齢の方を対象に、
歯科健康診査を実施しています。
対象者　�昭和 16 年・昭和 11 年，

昭和 6年・大正 15 年（昭
和元年）生まれの方。（長
期入院患者や施設入所者
は対象外）

受診場所　�徳島県歯科医師会会員
で後期高齢者の歯科健
診を実施する歯科医院

健診項目　�問診、口腔内診査、
　　　　　口腔機能評価等
受診費用　無料
受診期間　11 月 30 日まで
問徳島県後期高齢者医療広域連合
� ☎ 677－3666

無期転換期への対応はお済みですか？

　有期労働契約が反復更新されて
通算 5年を超えた労働者の申込み
により、期間の定めのない無期労
働契約に転換できる、無期転換
ルールが平成 25 年 4 月から導入
されていますが、施行後 5年とな
る平成 30 年度から無期転換の申
込みが本格化することが見込まれ
ます。なお、定年後継続雇用者等
には特例があります。
　厚生労働省では、円滑な無期転
換のために支援を行っています。
問詳しくは、徳島労働局 雇用環
境・均等室（☎ 652－2718）まで

徳島県最低賃金

平成29年10月５日から

時間額　７４０円

職業相談 人権相談

日　程 11月16日（木）12月14日（木）1 月11日（木）

時　間 午後1時半～3時半 午後1時～4時

相談員 ハローワーク職員 石井町人権擁護委員

「成年後見」無料相談

日　程 11月28日（火）・12月26日（火）

時　間 午後3時～5時

相談員 行政書士（コスモス成年後見サポートセンター）

場　所 高川原福祉会館　☎674－0403
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催　し

「くらしの講座」開催

日　時　11 月 20 日（月）
　　　　午後１時30分～２時30分
場　所　アミコビル２階
　　　　アミコミーティングルーム
内　容　�金融商品の基礎知識と見

分け方
対　象　�徳島市・石井町・神山町・

佐那河内村在住の方
定　員　40 人（先着）
受講料　無料
問受講希望者は徳島市消費生活セ
ンター（☎ 625－2326）までお申
込みください。

第32回石井町文化祭

【展示の部】
日　時　�11月24日（金）～26日（日）
　　　　午前 9時30分～午後 5時
　　　　�（ただし、26日は午後４時まで）
内　容　�絵画、陶芸、書道、写真など

【芸能の部】
日　時　11 月 26 日（日）
　　　　午前 9時30分～午後 4時
内　容　邦楽、詩吟、舞踊、朗読など
場　所　中央公民館
主　催　石井町文化協会

確定申告用「収支内訳書」作成
講習会

日　時　11 月 29 日（水）
　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　午後 2時～ 3時 30 分
場　所　中央公民館
内　容　　
○�営業等・農業・不動産所得用「収
支内訳書」の書き方
○�消費税軽減税率制度等について
　なお、講習会は農業所得を中心
に行います。
問税務課　☎ 674－1115

親子防災セミナー＆米粉クッキング

日　時　12 月 9 日（土）
場　所　�昭和コミュニティセン

ター（中昭和町 3丁目）
参加費　�子ども300円・大人500円　

※昼食は非常食です。
対象者　�ひとり親家庭の親と子

（子ども５歳以上小学生
以下）８組限定

　　　　※�応募者多数の場合は抽
選となります。

申込方法　�11 月 20 日までに（公
財）徳島県母子寡婦
福祉連合会（☎ 654－
7418）にてお申込みく
ださい。

農産物品評会

日　時　12 月 16 日（土）
　　　　午前 9時～即売終了まで
場　所　ＪＡ名西郡本店
★午前 10 時の表彰式終了後、農
産物の即売を行います。
問産業経済課　☎ 674－1118

第８回いしい健康ウォーキング大会

日　時　12 月 17 日（日）
　　　　午後１時 30 分出発
　　　　（受付　午後１時～）
場　所　ＯＫいしいパーク（飯尾川公園）
参加者　ウォーキング愛好者
参加費　無料
★参加者には、景品があたるお楽
しみ抽選会があります。
★石井町健康マイレージ対象
申込方法　12月15日（金）までに、
いしいスポーツクラブ（☎ 674－
3081）へお申込みください。

石井町親子クリスマス会

日　時　12 月 17 日（日）
　　　　午前10時～午前11時30分
場　所　中央公民館
　　　　（いしい藤ホール）
対象者　0歳から小学 3年生
申込期限　12 月４日（月）
申込先　町内の保育所等・幼稚園・
小学校、中央公民
館、子育て支援課、
ＮＰＯ法人こども
ねっといしい
★�サンタさんからのクリスマスプ

レゼントがあるよ！
問社会福祉協議会　☎ 637－4333

消防団年末夜警の実施

　各地区の消防団が、地域の安全
を願って、次のとおり年末夜警を
行います。皆さまも、火災予防に
ご協力ください。
日　時　12 月 28 日（木）
　　　　12 月 29 日（金）
　　　　午後 8時～
場　所　町内全域

平成30年石井町成人式

日　時　平成 30 年１月 2日（火）
　　　受付　午前 9時 30 分～
　　　式典　午前 10 時～
場　所　中央公民館（いしい藤ホール）
該当者　�平成 9年 4月 2日～平成 10

年 4 月 1 日に生まれた方
問教育委員会　社会教育課　☎ 674－7505

平成30年石井町消防出初式

　長年にわたり消防活動等に功労
のあった消防団員の方々の表彰な
どを行います。ぜひ、ご来場くだ
さい。
日　時　平成 30 年 1 月 7 日（日）
　　　　午前10時～午前11時30分
場　所　石井中学校体育館
問防災対策課　☎ 674－1171

石井町防災訓練

　今年度も、石井町防災訓練を実
施します。詳細については、決定
次第ご案内いたします。皆様のご
参加をお願いします。
日　時　平成 30 年１月 21 日（日）
問防災対策課　☎ 674－1171

募　集

平成30年度石井町立保育所臨時保育士・石井
町立幼稚園臨時教諭の募集について

試験日　11 月 26 日（日）
募集人数等
○保育所臨時保育士
　日給 8,500 円　25 名程度
○幼稚園臨時教諭
　日給 8,500 円　20 名程度
受付期間　�11 月 2 日（木）から

11 月 21 日（火）まで
　　　　　午前8時30分～午後5時
　　　　　（土・日曜日を除く）
問詳細は、石井町ホームページま
たは、総務課☎ 674－1111、教育
委員会☎ 674－7505 まで

「お知らせ」は、こちらからお読みください

お知らせ
Information

広 報 い し い（7） 平成29年11月15日 第199号



　「子ども・子育て支援新制度」では、幼稚園等・保育所等を利用する場合は、教育・保育の必要性に応じ
支給認定を受ける必要があります。
※幼稚園等には幼稚園、認定こども園が含まれます。保育所等には、保育所（園）、認定こども園が含まれます。

平成30年度 4 月からの
石井町内の幼稚園等・保育所等※へ

入所希望のみなさまへ

平成30年度 4 月からの
石井町内の幼稚園等・保育所等※へ

入所希望のみなさまへ

◆申し込みについて

～石井町内の幼稚園等・保育所等への申込みについての流れ～

幼稚園等〔教育標準時間〕

3つの認定区分

保育所等〔保育短時間・保育標準時間〕

教育標準時間認定
幼稚園・認定こども園へ入園希
望の子ども。

１号認定 　　　　　満３歳以上・保育認定
満３歳以上で、「保育の必要な事
由」に該当する子ども。

２号認定 　　　　　満３歳未満・保育認定
満３歳未満で「保育の必要な事
由」に該当する子ども。

３号認定

希望する幼稚園等に、認定
申請・入園申込みをします。
（同時に手続きをします。）

幼稚園等を通じて
支給認定証（ 1 号認定）が交付
されます。

新年度
幼稚園等の利用へ

石井町に「保育の必要性」
の認定申請・入所申込み
をします。
（各種証明書等も必要です）

保育の必要性の認定を受け
ます。（2 号、3 号に認定
された方が保育所等に入所
できる基準となります）

入所内定通知書、
認定書等が
届きます。

新年度
保育所等の
利用へ

　それぞれ、町民税額をもとに決定されます。保育料の切り替え時期は毎年 9 月となります。〔平成
30年 4 月～ 8 月分については（前年度分）、9月以降は（当年度分で決定）。〕詳しくは、お問い合わ
せください。
　　◎幼稚園等関係のお問合せ先　　　石井町役場教育委員会　　　☎674－7505
　　◎保育所等関係のお問合せ先　　　石井町役場子育て支援課　　☎674－1623

※保育所等については保育認定がされた後、保育の必要性に合わせ保育短時間（8時間）及び、
　保育標準時間（11時間）を選ぶことができます。保育料が違います。

入園・入所にあたり支給認定の申請が必要になります。

幼稚園等　　　資料配布期間　　入園申込書等は、平成29年11月13日（月）から各幼稚園等で配布します。
　　　　　　　申し込み期間　　平成29年12月1日（金）～15日（金）
　　　　　　　受　付　場　所　　入園する幼稚園等で行います。

保育所等　　　資料配布期間　　入所案内と各種申請書等は、平成29年11月1日（水）から役場子育て
支援課で配布します。

　　　　　　　申し込み期間　　平成29年11月20日（月）～12月1日（金）
　　　　　　　受　付　場　所　　新規の方は子育て支援課、継続の方は各保育所等で行います。

◆幼稚園等・保育所等の保育料の決定について
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　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告
において全額が社会保険料控除の対象となりま
す。その年の 1月 1日から 12月 31日までに納
付した保険料が対象です。

　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務付けられています。
このため、平成 29年 1月 1日から 9月 30日までの間に国民年金保険料を納付された方については、「社
会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年 11 月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、
年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してください。
　また、平成 29年 10月 1日から 12月 31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方に
ついては、翌年 2月上旬に送付されます。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、徳島北年金事務所（088－655－
0200）又は控除証明書のはがきに表示されている、ねんきん加入者ダイヤルにお問合せください。

納めた国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です！
納めた国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です！

農地の適正な管理をお願いいたします。
　耕作されていない農地について、農地利用状況調査を行います。
　遊休農地であり、維持管理が不適切で農地として利用見込みのない農地で、自ら管理せず農地中間管
理機構等へ貸付の意思の無い農地については、農業委員会として所有者に対して「農地中間管理機構に
よる農地中間管理権の取得に関し、同機構と協議すべきこと」を勧告する場合があります。
　なお、勧告を受けた農地については、課税強化されることがあります。
　詳しくは、農業委員会へお問合せください。

農業者年金に加入しませんか
　国民年金の第１号被保険者で年間 60日以上農業に従事する 60歳未満の人はだれでも加入できます。

農業者年金の特徴・メリット
　・少子高齢化時代に強い積立方式（確定拠出型）の年金です。
　・終身年金で 80歳までの保証付きです。
　・公的年金ならではの税制上の優遇措置があります。
　・農業の担い手には、手厚い政策支援（保険料の国庫補助）があります。
　・保険料の額は自由（月額 2万円～ 6万 7千円）に決められます。
　（注）農業者年金に加入される人は、国民年金の付加年金（月額 400円）への加入も必要となります。

問農業委員会事務局　☎ 674－7507

農業委員会事務局よりお知らせ

　このたびはお忙しいところ、「平成 29年就業構造基本調査」にご
回答いただきまして、誠にありがとうございました。
　今後とも「平成 29年就業構造基本調査」をはじめ、政府統計へ
のご理解とご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。

　四銀いしいドームの営業は
次のとおり休みになります。

　四銀いしいドーム問

☎ 675－2211

年末年始の
四銀いしいドーム

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始のののののののののののののののののののののののののののののののの
四四四銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいしししししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

年末年始の
四銀いしいドーム

●休館日●
１２月２９日（金）
～１月３日（水）
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石井町高齢者
実態調査結果

６月に行いました高齢者実態調査にご協力い
ただきありがとうございました。
集計が完了いたしましたのでご報告いたしま
す。配布・回収及び代表的な設問の結果は次の
とおりです。詳細な内容につきましては、石井
町ホームページをご覧ください。

　石井町では、3年ごとに高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の見直しを行っており、平成 29
年度に策定する「石井町高齢者保健福祉計画・第 7期介護保険事業計画」の基礎資料とするため、ア
ンケート調査を実施いたしました。
　この調査は、町内にお住まいの 65歳以上の要介護認定者以外の方々から 2,000人を無作為に選び、
日ごろ生活を営む地域における生活状況や町の高齢者施策に対するご意見、ご希望等をお聞きするた
めに実施いたしました。また、在宅介護調査については、要介護（支援）認定を受けられる方々の日
頃の生活状況等についてお伺いし、石井町高齢者保健福祉計画・第 7期介護保険事業計画の策定に向
けた基礎資料にしたいと考えています。

調査の目的

配布・回収結果

調　査　票 調査対象者数
（配布数） 有効回収数 有効回収率

要介護認定を受けていない
65歳以上の方 2,000件 1,303件 65.2％

要介護認定を受けている方 1,063件 644件 60.5％

相談窓口の充実を
希望している。

問　高齢期を健やかに過ごすための福祉施策への希望
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　石井町では、平成 24年 3月に「第 2期石井町障がい者計画」（平成 24年度～平成 29年度）を、平
成 26年には「第 4期障がい福祉計画（平成 27年度～平成 29年度）を策定し、計画的な障がい者施策
の推進を図っています。平成 29年度には計画期間が終了となることからこれまでの計画の進捗状況及
び目標数値を検証し、国の指針や近年行われた障がい者制度改革を踏まえ、「第 3期石井町障がい者計画・
第 5期石井町障がい福祉計画（障がい児計画を含む）」を策定することになっています。
　また、アンケート調査については、平成 29年 6月下旬から 7月 10日にかけまして、身体障害者手帳、
療育手帳、精神障害者福祉手帳所持者を対象に、福祉サービスの利用実態や福祉に関する意識などを把
握し、計画策定や施策推進に役立てる為のアンケートを実施しました。ご協力いただいた皆様、ありが
とうございました。

石井町障がい者計画・障がい福祉計画について

　皆様からの回答をもとに、障がいのある方が住み慣れた地域社会で活動でき、生活し続けることがで
きるように、今後も取り組みをしていきたいと考えております。

　現在、福祉生活課ではアンケートの調査結果に基づき、障がい者の現状、公的サービスの提供状況、
生活環境の整備状況等について問題及び課題の整理を行っているところであります。今後、パブリック
コメントによる意見の募集及び名西郡自立支援協議会への意見聴取を平成 30年 1月に予定しており、
計画に反映させる予定です。

　今後とも、この計画がよりよいものになりますよう、町民の皆様のご協力をお願いします。

調 査 期 間 平成 29 年 6 月 23 日～ 7 月 10 日

配 布 数 1515 票

回 収 数 782 票

回 収 率 51.6%

問福祉生活課　☎674－1116

　平成29年 5 月29日（月）から、全国の登記所（法務局）において、各種相続手続に
利用することができる「法定相続情報証明制度」がスタートしました！　この制度を利
用することで、各種相続手続で戸籍謄本の束を何度も出し直す必要がなくなります（※ 1）。
　※ 1　 相続手続で必要となる書類は，各機関で異なりますので，必要な書類は提出先となる各機関にご照

会ください。

問徳島地方法務局
　（本局☎088－622－4683　阿南支局☎0884－22－0410　美馬支局☎0883－52－1164）

法定相続情報証明制度の詳しい手続は、　　　　　　　　　　　　　をご覧ください。

法定相続情報証明制度

法務局ホームページ

あなたの相続手続
を応援します！

法定相続情報証明制度の詳しい手続は、　　　　　　　　　　　　　をご覧ください。

法定相続情報証明制度

法務局ホームページ

あなたの相続手続
を応援します！
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催告しても納付して
いただけない滞納者
に対しては、財産の
差押などの滞納処分
を行います。
※納付できない特別の事
情がある方は必ずご相
談ください。

徳島県と県内全市町村は、税の公平性を確保し、納税者の信頼を守るため、
連携して県下一斉に徴収を強化します。（一部については、10月から先行実施）

こらえんじょ！
税の滞納

こらえんじょ！
税の滞納

相続登記 がさまざまなトラブルを防止します！相続登記 がさまざまなトラブルを防止します！

　平成29年1月2日から平成30年1月1日の間に新築または
増築をした家屋(住宅や倉庫など)については、平成30年度
から固定資産税が課税されることになります。税務課では、
その税額の基準となる評価額を算出するための「家屋調査」
を行っています。適正な評価額を算出するために必要な調
査ですので、ご協力をお願いいたします。調査内容は、所有
者の立ち会いのもと、家屋の外部と内部を拝見させていた
だき建築素材、設備（トイレや風呂など）等を確認させてい
ただくものです。調査は順次行っていますが、日程等にご希
望があるときは、事前に税務課までご連絡ください。なお、
調査の際に職員は必ず身分証明書（固定資産評価補助員証）
を携行しています。
　また、家屋の全部または一部を取り壊したときは税務課
までご連絡くださいますようお願いいたします。なお、法務
局に滅失登記の申請をしたときは不要ですが、当該申請が
12月末までに間に合わないときはご連絡ください。

　税務課　固定資産税係　☎674－1115問

　　　　に
ご協力ください
家屋調査家屋調査

相続登記をしないと発生する様々な問題相続登記をしないと発生する様々な問題

相続登記をしないと．．．
・ 再開発が進まない
・ 空き家の管理・利活用ができない
・ 不動産取引がおそくなる

地域の活性化地域の活性化
相続登記をしないと．．．

・ 公共事業が進まない
・ 防災・減災の取り組みができない
・ 災害復旧に大きな労力・時間がかかる

安全・安心なくらし安全・安心なくらし

相続登記をしないと．．．
・ ２次３次の相続が発生し、手続き
　がますます難しくなる
・ 「争続」問題になってしまう

未来につなぐ未来につなぐ
相続登記をしないと．．．

・ 農地の集約化ができない
・ 農地・山林が放置されてしまう

産業の推進産業の推進

相続に関する登記についてのご相談は

徳島県司法書士会
Tel  088－622－1865

「未来につなぐ相続登記」
促進プロジェクト
徳島地方法務局
徳島県司法書士会

徳島県土地家屋調査士会

徳島県土地家屋調査士会
Tel  088－626－3585
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　徳島県と県内全市町村は、個人住民税の特別徴収の徹底のため、「徳島県統
一基準」に該当する場合を除き、事業主の皆様に従業員の個人住民税の特別
徴収を実施していただきますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

○個人住民税の特別徴収とは
　・ 事業主（給与支払者）が従業員（納税義務者）に代わり、毎月従業員に支払う給与から個人住民税（市
町村民税＋県民税）を徴収（給与天引き）し、納入していただく制度です。

　・ 地方税法第321条の4及び各市町村の条例の規定により、所得税の源泉徴収義務のある事業主（給
与支払者）は、所得税と同様、個人住民税の特別徴収義務があります。

　・ 原則、すべての従業員の方が対象となりますので、これまで一部の従業員の方のみ特別徴収を
していた事業所についても、すべての従業員の方が対象となります。

○当面の間、普通徴収を認める場合（徳島県統一基準）
　原則、すべての従業員の方が特別徴収の対象となりますが、次の基準（普Ａから普Ｅまで）のい
ずれかに該当する場合は、当面、給与支払報告書の提出時に「普通徴収該当理由書」を併せて市町
村へ提出することにより、例外的に普通徴収（従業員が市町村から送付される納付書で納付する方法）
が認められます。

　※ 「徳島県統一基準」は特別徴収が実施できていない事業主（給与支払者）に対して段階的に特
別徴収への完全移行をお願いするために設けた基準であるため、従来から特別徴収を完全実施
している事業主（給与支払者）に対して適用するものではありません。

　問税務課　町民税係　☎ 674 － 1115

平成31年度から原則
すべての事業主の皆様に、
従業員の個人住民税を
特別徴収していただきます。

普Ａ
受給者総人員数が 2人以下（他市町村分も含め、次の普Ｂから普Ｅまでに該当する

者を除いた全受給者数が 2人以下）

普Ｂ 他の事業所で特別徴収をされている方（例：乙欄該当者）

普Ｃ
給与が少額で、特別徴収税額の引き去りができない方

（前年の年間給与支給額が 93万円以下）

普Ｄ 給与の支払が不定期な方（例：給与の支払が毎月でない）

普Ｅ 退職又は退職予定（5月末日まで）の方

広 報 い し い（13） 平成29年11月15日 第199号



「いきいき百歳体操」で健康寿命を延ばしましょう

　これからの介護予防は、単に心身機能の改善だけを目指すのではなく、日常生活の活動を高め、家
庭や社会への参加を促す取り組みを支援していく必要があります。そのような中で、このいきいき百
歳体操は ｢体力がついた｣　｢足腰の痛みがなくなった｣ などの健康面と、｢気持ちが明るくなった｣　
｢楽しみができた｣ などの精神面のほか、仲間づくり、閉じこもり予防、社会参加など、あらゆる効
果が期待できます。

　ＤＶＤを観ながら、大半を椅子に腰かけた状態で行う 40分程度の簡単な筋力づくり運動を中心と
した体操です。

　1か月程度続けると、まず筋力がついてきます。筋力がつくと体が軽くなり、動くことが楽になり
ます。また、転倒しにくい体になるので、骨を折って寝たきりになることを防ぐことができます。

〈筋力トレーニングは、何歳から始めても効果を発揮することが分かっています！〉

きいき百歳体操とは ･･･

きいき百歳体操を続けると ･･･

　1 グループごとに理学療法士等を派遣します。体操指導や体力測定など、
いきいき百歳体操の実施をお手伝いします。
　みなさまの申請をお待ちしております。

問長寿社会課　☎ 674－6111

①　5 人以上のグループで、自主的に体操を行うことができる

②　グループに代表者・副代表者がいる

③　週に１回以上実施し、3 か月以上継続できる

④　体操会場、椅子、ＤＶＤプレイヤー、必要に応じておもり等が準備できる

⑤　地域の誰もが参加できる

い

　次の 5つの条件全てをそろえて石井町役場長寿社会課に申請してください。

きいき百歳体操を始めるには ･･･い

い

こんな方に
お勧めです

☑ 階段を手すりや壁をつたわずに昇れない

☑ 椅子から何もつかまらずに立ち上がれない

☑ 15 分くらい続けて歩けない

☑ この 1 年間に転んだことがある

☑ 転倒に対する不安が大きい
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問

12月11日（月）～1月3日（水）　午後5時～午後10時12月11日（月）～1月3日（水）　午後5時～午後10時

ＯＫいしいパーク・四銀いしいドーム周辺（石井町飯尾川公園）
★12月11日（月）に点灯式を行います。
ＯＫいしいパーク・四銀いしいドーム周辺（石井町飯尾川公園）
★12月11日（月）に点灯式を行います。

※石井町の新しいご当地グルメ「なんば焼き」や温かいうどん・そばなどの模擬店も出店します。
　ふじっこちゃんも来るよ～‼

　クリスマスツリーや光のトンネル、石井町の花「藤」の形をしたイルミネーションなど、
約 30万個のＬＥＤを使用して公園内を彩ります。
　クリスマスツリーや光のトンネル、石井町の花「藤」の形をしたイルミネーションなど、
約 30万個のＬＥＤを使用して公園内を彩ります。

石井ウインターイルミネーション石井ウインターイルミネーション

午後 6時～　　　　光るペンダント無料配布（先着 300個・お子様限定）
午後 6時 30分～　点灯式（カウントダウン）
　　　　　　　　　福富弥生さんミニコンサート
　　　　　　　　　石井町ふじっこちゃん宝くじ 141抽選会（ハズレチャンス）
午後 7時 30分～　お楽しみ抽選会
午後 9時　　　　　終了

午後 6時～　　　　光るペンダント無料配布（先着 300個・お子様限定）
午後 6時 30分～　点灯式（カウントダウン）
　　　　　　　　　福富弥生さんミニコンサート
　　　　　　　　　石井町ふじっこちゃん宝くじ 141抽選会（ハズレチャンス）
午後 7時 30分～　お楽しみ抽選会
午後 9時　　　　　終了

内 容

期 間

場 所

真冬の夜を彩る光のファンタジー真冬の夜を彩る光のファンタジー
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検診費用は特定・ヤング健診以外は無料です

検診費用は特定・ヤング健診以外は無料です

石井町健康増進課（保健センター）　☎674－0001問

※腹部超音波検査は人数限定のため、必ず事前登録をしてください。
※腹部超音波検査以外の検診は事前登録なしでも当日の受診 (8：30～ 11：00) は可能ですが、待ち時間が長
くなることがありますのでご了承ください。

対象者　　40歳以上（S53.4.1以前生）女性・2年毎
完全事前申込制　申　込　先　石井町保健センター　☎674－0001
　　　　　　　　申込期間　12/1（金）～ 12/15（金）　8：30～ 17：15（土日祝除く）

定員になり次第、受付を終了します。
ご了承ください。

期　間　　平成29年12月28日（木）まで
場　所　　石井町内指定医療機関
持参品　　平成29年度健康診査受診券

※医師の視触診はなく、乳房エックス線検査（マ
ンモグラフィ）のみです。
※持参品：平成29年度健康診査受診券･健康手帳

石井町保健センター
13：00～ 16：00

H30　1/10（水）
1/17（水）
1/25（木）

検診は事前検診日登録制です。受診希望の方は下記表の④の期間に①・②・③の内容について、
徳島県総合健診センター（☎088－678－3557　☎088－678－7128）に電話で登録をしてください。

検　診　日 場所・受付時間 検診方法・持参品等

大腸がん検診
前立腺がん検診

肝炎ウイルス
検診

歯周疾患検診

40歳以上（S53.4.1以前生）
40歳以上（S53.4.1以前生）男性

30歳（S62.4.2～ S63.4.1生）

40歳以上（S53.4.1以前生）かつ
町の肝炎ウイルス検診未受診者

免疫便潜血検査 2日法
血液検査（PSA検査）

血液検査
（B型・C型肝炎ウイルス検査）

問診・
口腔内検査40歳（S52.4.2～ S53.4.1生）

50歳（S42.4.2～ S43.4.1生）
60歳（S32.4.2～ S33.4.1生）
70歳（S22.4.2～ S23.4.1生）

検診項目 対　象　者 検査方法・内容

12月3日（日）

12月6日（水）
11月21日（火）まで

対象者

石井町
中央公民館

　8　：30～　9　：30
10：00～ 11：00
＊どちらかを選択

結核･肺がん検診  胃がん検診

※特定･ヤング健診については、6月・7月頃に対象者に個別通知済です。

腹部超音波検査
（各日 25名限定）

40歳（S52.4.2～S53.4.1生）
50歳（S42.4.2～S43.4.1生）

45歳（S47.4.2～S48.4.1生）
55歳（S37.4.2～S38.4.1生）

60歳（S32.4.2～S33.4.1生）

結核･肺　胃　腹部
特定･ヤング

40歳以上（S53.4.1以前生）

①検診日・場所 ②受付時間 ③検診項目 ④登録期間

◆乳がん

個個 別別 検検 診診

集集 団団 検検 診診

平成29年度　各種検診のお知らせ

◆結核・肺がん、胃がん、腹部超音波、特定・ヤング健診 ＊特定･ヤングのみ自己負担金：1,000円
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　今回は、例年 12 月～ 3 月頃に流行する季節性インフルエンザについて
お話しします。インフルエンザは、いったん流行が始まると短期間に多く
の人へ感染が広がりますので、予防するための行動が重要です。

◎インフルエンザにかからないためにどうすればいいの？

健康
メモ

インフルエンザを予防しましょう‼インフルエンザを予防しましょう‼

　インフルエンザの主な感染経路は、咳やくしゃみの際に口から発生される小さな水滴(飛沫)による飛沫感染です。
　インフルエンザの予防の基本は流行前にワクチン接種をすることです。ワクチンの接種回数は、13歳以上が1
回、13歳未満は２回が望ましいです。しかし、ワクチン接種をしたからといって必ずインフルエンザを予防できる
わけではありません。
　ワクチン接種に加え、つぎのようなことに気をつけ、より効果的にインフルエンザを予防しましょう。

※体調が悪い時は、早めに医療機関を受診しましょう。

◇風邪◇
· 様々な細菌やウイルスによっ
て起こります。

・多くは、のどの痛み、鼻水、く
しゃみや咳、発熱などの症状
が中心です。

・発熱は、インフルエンザほど
高くなく、重症化することは
あまりありません。

咳エチケット

①普段から咳やくしゃみを他の
人に向けて発しない。
②咳やくしゃみが出るときは、で
きるだけマスクをする。
③手のひらで咳やくしゃみを受
け止めたらすぐに手を洗う。

外出後のうがい・手洗い

　流水、石鹸で手を洗いま
しょう。アルコール製剤によ
る手指衛生も効果的です。

適度な湿度の保持

　空気が乾燥すると、インフルエ
ンザにかかりやすくなります。
　特に乾燥しやすい室内では、加
湿器などを使って適切な湿度（50
～60％）を保つことも効果的で
す。

◎インフルエンザと普通の風邪はどう違うの？

人ごみへの外出を控える

　インフルエンザが流行してきたら、人ごみへの
外出を控えましょう。やむを得ず人ごみに入る場
合は、不織布製マスクを着用しましょう。ただし、
人ごみに入る時間は極力短くしましょう。

◇インフルエンザ◇
· インフルエンザウイルスに感染すること
によって起こります。
· 38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛
などの全身症状が突然現れます。併せて、
風邪と同じような症状も見られます。
· お子さんやご高齢の方、免疫力が低下し
ている方は、肺炎を伴うなど、重症にな
ることがあります。

十分な休養とバランスのとれた栄養摂取

　体の抵抗力を高めるために、日頃から十分な休養
とバランスのとれた栄養摂取を心がけましょう。
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を
有
す
る
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
機
能
障
が
い
１
級
・
腎
臓

機
能
障
が
い
１
級
・
呼
吸
器

機
能
障
が
い
１
級
の
手
帳
を

有
す
る
方
な
ど

接
種
期
間

　

平
成
29
年
11
月
１
日（
水
）～

　
　

平
成
30
年
１
月
15
日（
月
）

接
種
回
数　

１
人
１
回

接
種
料
金　

１
人
１
０
０
０
円

　

�（
接
種
当
日
、
医
療
機
関
窓

口
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

　

※�

対
象
者
①
ま
た
は
②
に
該

当
す
る
方
で
、
か
つ
生
活

保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
無
料
。

持�

参
品　

健
康
保
険
証
・
接
種

代
金
１
０
０
０
円
・
老
眼
鏡

（
必
要
な
方
の
み
）

　

※�

対
象
者
②
に
該
当
す
る
方

は
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

の
写
し
が
必
要
で
す
。

接
種
医
療
機
関　

町
内
医
療
機
関

問
健
康
増
進
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
６
７
４
・
０
０
０
１

高
齢
者
の

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て
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ごみの分別Ｑ＆Ａ

電気式生ごみ処理機等購入費補助金の募集
生ごみの減量のために電気式生ごみ処理機、コンポスターの購入費の一部を補助しています。

問環境保全課（清掃センター内）　☎ 674－6842

補助対象者：石井町に住民登録し住んでいる人
補助対象機種：電気式生ごみ処理機かコンポスターで、町内の取扱店で購入するもの
補　助　金　額：購入金額の２分の１（限度額３万円）
※『補助金交付決定通知書』を受け取る前に購入した場合は補助金を交付できません

☆年末年始のごみ収集
　特別収集日 12月 29日（金）高原・藍畑・高川原地区：燃やせるごみ
　　　　　　　　　　　　　　　石井Ｂ地区：資源ごみ
　ごみの収集業務休止期間：12月 30日（土）～ 1月 3日（水）

☆クリーンセンター年末年始のし尿の受け入れ
　し尿の受け入れ休止期間：12月 30日（土）～ 1月 3日（水）

紙製容器包装
識別マーク

プラスチック製容器
包装識別マーク

紙製容器包装とはどのようなものですか？

プラスチック製容器包装とはどのようなものですか？

LED 電球や蛍光灯型 LED などの LED 製品は「廃蛍光管」に
分別するのですか？

Ｑ1

Ｑ2

Ｑ3

商品の入った主として紙製の容器や包装です。
紙箱、紙袋、包装紙、紙カップ、内側がアルミの
紙パックなどです。紙製容器包装識別マークを目
印に分別してください。
※ ダイレクトメール、チラシ、コピー用紙、ティッ

シュなどの紙くずは『燃やせるごみ』に分別し
てください。

商品の入ったプラスチック製の容器や包装です。カップ類、プラスチッ
ク容器、発泡スチロールトレイ、菓子袋、レジ袋、シャンプー・洗剤の
ボトル、ペットボトルのキャップ・ラベルなどたくさんの種類がありま
す。プラスチック製容器包装の識別マークを目印に分別してください。
※  容器包装以外のプラスチック製品（バケツ、洗面器、カセットテープ、

プラスチック製のおもちゃなど）は『燃やせないごみ』に分別してく
ださい。

健康に有害な水銀を含むものを「廃蛍光管」として、専門の事業
者に引き渡しています。LED 製品は蛍光灯や電球とは材料が違
うためリサイクルや処分の方法が異なりますので『燃やせないご
み』に分別してください。

Ａ1

Ａ2

Ａ3
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まちのうごき
平成２9年8月１５日～平成29年10月１４日受理分（敬称略）

  世帯数 10，５39世帯
  男　性 12，411人
  女　性 13，734人
　　計　 26，145人

平成２9年11月 １ 日現在

人 口

 ご結婚おめでとう 

お悔やみ申し上げます

原田ヨシヱ　96歳（下　浦）
武知　稔子　93歳（高　畑）
久米　　茂　83歳（天　神）
森澤富美子　70歳（天　神）
中井　 子　95歳（諏　訪）
一宮　政之　84歳（城ノ内）
原　　英雄　90歳（諏　訪）
大高　順子　75歳（石　井）	
美馬　文昭　70歳（下　浦）	
宮本　一郎　93歳（　関　）
臼杵　立子　100歳（石　井）
犬伏　勝彦　76歳（下　浦）	
福田　　巧　83歳（城ノ内）
白川　　勝　96歳（諏　訪）
鎌田　保明　81歳（市　楽）	
河野　美由　84歳（第　十）
森脇　菊市　90歳（高川原）	
岡田冨士雄　95歳（西高原）	
澤　　敏昭　64歳（天　神）	
友成　武臣　84歳（桜　間）	
川口　俊明　84歳（高　畑）	
竹田　和子　87歳（重　松）	
坂東　常男　88歳（第　十）	
藤本フサコ　80歳（石　井）	
長澤須磨子　87歳（東覚円）	
松田　幸子　91歳（高川原）	
大久保富志子　82歳（西覚円）
田中　利康　87歳（石　井）	
有持　　清　94歳（上　浦）

※広報掲載については、石井
町へ届け出された方で掲
載を希望された方のみ、掲
載しております。

 お誕生おめでとう 

町長コラム
　

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
気
が

つ
く
と
今
年
も
後
１
か
月
少
々
と

な
り
ま
し
た
。
つ
い
先
日
ま
で
は
、

サ
ン
サ
ン
と
照
り
つ
け
る
真
夏
の

太
陽
の
下
で
活
動
を
し
て
い
た
の

に
、
月
日
が
経
つ
の
は
本
当
に
早

い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い

る
、
こ
の
「
広
報
い
し
い
」
も
今

回
で
１
９
９
号
と
な
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
か
ら
発
行
し
て
い
た
の

か
と
い
う
正
式
な
記
録
は
残
っ
て

い
な
い
の
で
す
が
、発
行
頻
度
（
昔

は
年
４
回
、
現
在
は
年
６
回
発
行
）

か
ら
逆
算
し
ま
す
と
、
お
そ
ら
く

昭
和
46
年
く
ら
い
に
第
1
号
が
発

行
さ
れ
て
以
来
、
約
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
町
政
情
報
を
発
信
し
続
け

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
衆
議
院
選
挙
も
突
然

の
解
散
か
ら
始
ま
り
、
新
党
ラ
ッ

シ
ュ
の
な
か
「
劇
場
型
選
挙
」
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本

当
に
大
事
な
こ
と
は
劇
場
な
ど
で

は
な
く
、
住
民
の
皆
様
方
と
膝
を

つ
き
合
わ
せ
て
語
り
合
い
な
が

ら
、
裏
方
に
回
っ
て
住
民
福
祉
の

向
上
に
取
り
組
む
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
に
石
井
町
が
誕
生
し

て
以
来
、
先
輩
方
が
住
民
の
皆
様

と
共
に
創
っ
て
き
た
こ
の
石
井
町

を
継
続
的
に
発
展
で
き
る
よ
う
、

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

継
続
は
力
な
り

石
井
町
長　

小
林
智
仁

川村　雅樹（高川原）
小川　光子（高川原）

大田　勝之（白　鳥）
坂井このみ（鳴門市）

松本　祐作（南　島）
山川　菜摘（徳島市）

上田　圭介（高　畑）
乾　　愛佳（池　北）

後藤田右京（高川原）
竹原　彩香（美馬市）

近藤　寿之（高川原）
市原　睦美（城ノ内）

田中　保吉（高　畑）
山本　美奈（藍住町）

桒村　崇生（西高原）
原田　慶子（美馬市）

阪井里一郎　
優
ゆ

月
づき

（諏訪）　　　千代

市川　俊英　
紗
さくら

咲（石井）　　　有美

清水　宏貴　
敢
かん

太
た

（石井）　　　瑞希

盛　　浩典　瑛
えい

太
た

朗
ろう

（石井）　　久美子　壮
そう
太
た
朗
ろう

丸岡慎太郎　
煌
こう

（城ノ内）　　ひとみ

瀨部　克好　
葉
は

月
づき

（石井）　　　友梨

瀨川　大海　
心
み お

櫻（石井）　　麻悠子

吉田　昌弘　
茉
ま ほ

歩（高川原）　　万美子

山本　直輝　
蒼
そう

粋
き

（中島）　　　　優 

岡田　賢也　
稀
れ あ

愛（石井）　　　元美 

井藤　久也　
佑
ゆう

紀
き

（高川原）　　真理子

楠本　隆昭　
清
きよ

士
し

郎
ろう

（東高原）　　　智子

大西　健司　
柚
ゆ い

衣（石井）　　　左恵

森　　浩喜　
悠
ゆう

智
と

（高川原）　　　　綾

川尻　浩輝　
絢
あや

斗
と

（西高原）　　　智美

岡本　雅也　
真
ま き

綺（高川原）　　美夕紀

清水　崇史　
文
ふみ

乃
の

（石井）　　　歩美

福原秀太郎　
浬
り

一
いち

（石井）　　　美幸

岡田䕃広文　
隼
はや

人
と

（諏訪）　　　結衣

鎌田　浩志　
澪
みお

（高川原）　　ひかる

桒村　佳道　
一
いち

翔
と

（石井）　　　美晴

桑村　和憲　
快
かい

理
り

（西高原）　　　有里

青枝　　慧　
咲
は な

花（高川原）　　絵里花｝
｝
｝
｝
｝

｝
｝

｝
｝
｝
｝

｝
｝

｝
｝

｝
｝

｝
｝
｝

｝
｝

｝
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中央公民館で行われ、遺族の方々など約 250 人が参列し、
中学生が平和の思いを朗読するなど、戦没者の冥福を祈り、
平和への誓いを新たにしました。

ボランティアグループあすなろ会が 16作目となる「ピー
ターパン」のかかしの前で石井幼稚園児 77名に紙芝居の
読み聞かせを行いました。

乳幼児の歯科健診の先進地である石井町
に、モンゴルの歯科医師２名が現地学習
に訪れました。

秋の交通安全運動の一環として、交通安
全マナーガールによる事業所訪問が行わ
れました。

戦没者追悼式 あすなろかかし

JICA草の根協力支援プロジェクト 交通安全マナーガール

 10  10

 10  9

14 10

10 26 いしい
スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

いしい
スナップ

ボランティアフェスティバル in いしい

浦 庄 小 学 校 　 藤 や さ い 作 付 け

10
15

10
11

〈「つなげよう」人と人と
の“縁”〉をテーマに、こ
ども文化祭・美術展、ボ
ランティア団体による模
擬店、小川典子さんの記
念コンサートなど多彩な
催しが行われました。

浦庄小学校２年生が町内
の若手農業者の方に教わ
りながら、藤やさいの作
付けを行いました。児童
たちは立派な野菜が育つ
ように大切に植えていま
した。
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名西高校の合唱部が役場玄関ホールでコ
ンサートを行いました。美しい歌声に癒
されました。

名西高校合唱部
ミニコンサート

 10
17

ふじっこちゃん四コマ漫画
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
入
れ
る
く
つ
下
の

　
　
　

中
に
入
っ
て
待
つ
ぞ
っ
‼

こ
れ
で
サ
ン
タ
さ
ん
に

　
　

会
え
る
は
ず…

！

こ
れ
で
サ
ン
タ
さ
ん
に

　
　

会
え
る
は
ず…

！

サ
ン
タ
さ
ん
に
会
う
た
め
に

サ
ン
タ
さ
ん
に
会
う
た
め
に

まちいち集会まままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちいいいいいいいいいいいいいいちちちちちちちちちちちちちち集集集集集集集集集集集集集集会会会会会会会会会会会会会まちいち集会

～町長との対話集会～～町長との対話集会～

各地区の自治会長さんや町
民の方にご参加いただき、
町政やまちづくりに対する
ご提言をいただきました。

　100歳の誕生日を迎えられた菅沼さん
に、県と町からそれぞれ祝い状と祝い金
が贈られました。
　これからもどうぞお元気にお過ごし
ください。

菅沼　弘全さん（石井）
大正６年９月９日生

役場本会議場にて県知事と東部１地区の７市町村長が集まっ
て、県知事に対して意見・提言をなげかけました。

前山公園体育館で各地区の藤クラブからたくさんの方が参加し、多彩な競技に汗を流
し、スポーツを通じて交流を深めました。優勝は浦庄地区、準優勝は高川原地区でした。

花の栽培を通して地域に人権の輪を広めることを目的とし、事前に
応募した31名と、石井小学校にパンジーの花の苗が贈られました。

交通安全の啓発普及を図るため開催された大会で、運転技
能と交通マナーを競い、見事石井町が優勝をはたしました。

知事・市町村長地域懇話会（東部１地区） 第45回石井町藤クラブ体育大会

「人権の花」贈呈式高齢者自転車安全運転競技大会  優勝

 10  10

 10

24 17

28
 10 ・16

 10
25

※ 9月号に掲載の『ペタンク優勝』の記事について、正しくは『ボッチャ優勝』であったことをお詫びし、訂正いたします。
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みんなの
ページだよ！

　平成30年１月１日配達予定で、ふじっこちゃんから年賀状をお届け
します。ご自身宛はもちろん、お子さんやお孫さんへサプライズで年
賀状を送りませんか。郵送を希望される方は、ハガキに①住所②氏名（フ
リガナ）③年齢（または学年）④ふじっこちゃんからの年賀状に記入して
ほしいメッセージやふじっこちゃんへの応援メッセージを記入し、下
記にお申込みください。
　申　込　先　〒779－3295　石井町高川原字高川原121－1
　　　　　　石井町役場産業経済課　「ふじっこちゃん」宛
　申込締切　12月15日（金）必着

　　産業経済課　☎674－1118

あなたに届けます♪
ふじっこちゃんからの幸せの年賀状

あなたに届けます♪
ふじっこちゃんからの幸せの年賀状

問

　石井町有形民俗文化財の指定を記念して花之家花奴
面劇展を開催します。
　石井町の藍商家出身、花之家花奴氏は戦前の昭和期
から面劇（面浄瑠璃芝居）で活動し、昭和 50年に国
立劇場で開催された民俗芸能公演に出演して文化庁か
ら優秀賞を受賞しています。
　人形師天狗久氏の手による精巧な作りの面、早変わ
りのために工夫された衣装など面劇に関係する資料を
展示しますので、是非ご来場ください。

日　時 場　所

11月21日（火）～11月29日（水）
午前 9 時から午後 5 時
※11月23日（祝日）・25日（土）・26日（日）は休催します。

花之家花奴面劇展の開催について（お知らせ）

平成29年 石井町役場庁舎 3 階議場

入場料
無料

　発行以来、町民の皆様と役場をつなぐ広報誌としてご愛読いただいて

おります「広報いしい」は、暖かいご支援のおかげで、平成30年 1 月号

をもって第200号 をむかえることになりました。節目である第200号

を記念して、次回 広報クイズ特大号 を実施します！

抽選で大型液晶テレビなど、豪華景品が当たるので、お楽しみに！！　抽選

　発行以来、町民の皆様と役場をつなぐ広報誌としてご愛読いただいて
おります「広報いしい」は、暖かいご支援のおかげで、平成30年 1 月号

をもって 第200号 をむかえることになりました。節目である第200号

を記念して、次回 広報クイズ特大号 を実施します！

　抽選で大型液晶テレビなど、豪華景品が当たるので、お楽しみに！！

問総合政策課　☎ 674－7503
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　○に入る言葉は何でしょう。
【問１】　11月30日は○○の日です！
【問２】　平成30年１月１日配達予定のふじっこちゃんからの幸せの
　　　　年賀状は12月○○日申込締切です。

　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により12月15日（金）役場必着でご応募ください。
抽選で、「1,000円の図書カード」（5名）、または「ふじっこちゃんマフラータオル・
シールセット」（5名）を進呈します。

図書カード・ふじっこちゃんグッズを当てよう！広報クイズ
※記入例

［問１］　○○の日
［問２］　○○
住所・氏名（フリガナ）・年齢（または学
年）、広報へのご意見・ご感想など

※9月号の答え「①いきいき　②23」
9 月号の応募総数は62通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。 【今号のふじっこちゃんグッズ】

マフラータオル・シールセット

いい みらい

●
ハ
ガ
キ
で

　

◆
広
報
ク
イ
ズ

　

◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　

◆�

イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒

の
油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く

だ
さ
い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　

◆
四
コ
マ
漫
画

　

◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

◆�

作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　

◆�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い

い
ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写

真
に
コ
メ
ン
ト
も
添
え
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
）

　

◆�

広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年

齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず

書
い
て
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お

返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応　

募　

方　

法

　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

石
井
町
役
場

　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

高
川
原
字
高
川
原
121―

１

〒779－3295

五
年
ま
へ
亡つ

ま妻
と
花
見
に
向こ

う

麻の

山や
ま

座
り
し
こ
の
石
思
案
石
と
い
ふ�

内
藤　

睦
久
さ
ん
（
下　

浦
）

赤
と
ん
ぼ
秋
の
装
い
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
頭こ
う
べ

を
垂
れ
た
稲
穂
の
先
に�

中
川
美
智
子
さ
ん
（
下　

浦
）

死
亡
覧
鬼
籍
に
移
る
友
の
名
を
若
か
り
し
頃
思
い
涙
す�

武
知　

君
子
さ
ん
（
中　

島
）

夏
祭
り
曽
我
氏
神
社
祭
典
に
郷
の
総
代
拝
殿
に
集
う�

大
草　

正
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

イ
ケ
メ
ン
の
元
消
防
士
や
さ
し
く
豪
放
話
し
好
き
釣
り
酒
ゴ
ル
フ�

長
野　

文
夫
さ
ん
（
桑　

島
）

病
室
の
我
が
枕
辺
で
美
し
く
紫
色
の
露
草
の
秋�

桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下　

浦
）

激
甚
の
傷
跡
の
こ
し
夏
ゆ
き
ぬ
復
興
き
び
し
人
等
お
も
い
て�

井
上　

澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
声
流
れ
満
堂
に
恍
惚
の
感
溢
れ
お
り
な
む�

阿
部　

敏
弘
さ
ん
（
石　

井
）

暗
闇
に
散
歩
始
め
て
三
十
分
徐
々
に
明
る
し
東
雲
の
空
は�

一
宮　

一
郎
さ
ん
（
石　

井
）

野
山
に
咲
い
た
赤
い
花
そ
う
と
足
止
め
話
し
か
け
よ
る�

中
山　

幸
子
さ
ん
（　

関　

）

記
録
的
真
夏
日
酷
暑
彼
岸
ま
で
一
再
毎
に
季
節
は
冬
へ�

大
西　

典
子
さ
ん
（
国　

実
）

コ
ス
モ
ス
の
花
に
揺
ら
れ
運
動
会
親
子
の
競
技
る
ん
る
ん
弾
む�
宮
崎　

員
正
さ
ん
（
高　

畑
）

愛
犬
の
面
影
遠
く
忍
び
よ
り
寂
し
さ
も
又
う
す
れ
行
く
な
り�
遠
藤　

藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

そ
よ
風
に
窓
の
カ
ア
テ
ン
そ
っ
と
引
き
月
光
ム
シ
ノ
声
フ
ケ
行
く
夜
を
明
日
の
平
和
祈
り
つ
つ

�

山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下　

浦
）

ほ
ろ
酔
い
の
頬
に
や
さ
し
い
初
時
雨�

井
内　

斐
子
さ
ん
（
天　

神
）

夕
暮
れ
に
散
歩
す
る
人
皆
オ
シ
ャ
レ�

泉　
　

史
子
さ
ん
（
下　

浦
）

冬
に
向
け
体
に
脂
肪
溜
め
こ
も
う�

伊
澤　

慶
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

徒
競
走
ピ
リ
に
は
ピ
リ
の
見
せ
場
あ
り�

井
内　
　

宏
さ
ん
（
天　

神
）

遺
言
に
借
金
だ
け
は
為す

る
な
よ
と�

遠
藤　

達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

放
課
後
の
理
科
準
備
室
気
味
悪
い�

浦
山
あ
き
ら
さ
ん
（
城
ノ
内
）

広 報 い し い（23） 平成29年11月15日 第199号



発行／石井町　編集／総合政策課　印刷／板東印刷町の木／いちょう　町の花／ふじ　町の鳥／うぐいす

　

平
成
29
年
９
月
13
日
、
中
央
公
民

館
（
い
し
い
藤
ホ
ー
ル
）
に
て
敬
老

会
・
金
婚
者
激
励
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

本
年
度
の
対
象
者
は
平
成
29

年
８
月
１
日
時
点
で
、
80
歳
以
上

２
，６
７
３
人
、
申
請
の
あ
っ
た
金

婚
者
（
結
婚
50
年
）
33
組
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
者
（
結
婚
60
年
）
15
組
で

し
た
。
米
寿
１
５
２
人
、
90
歳
到
達

者
１
４
０
人
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
90
歳

到
達
者
10
組
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
80
歳

到
達
者
74
組
の
皆
様
に
石
井
町
よ
り

記
念
品
と
祝
い
状
を
お
贈
り
し
ま
し

た
。

　

式
典
後
は
、
浦
庄
幼
稚
園
児
に
よ

る
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
ダ
ン
ス
、
各
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
芸
能

徳
島
等
に
よ
る
演
芸
、
そ
し
て
石
井

町
出
身
の
声
楽
家 

小
川
典
子
さ
ん

に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行

わ
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々
に
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

敬
老
会
・
金
婚
者
激
励
会
の
開
催

に
あ
た
り
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
に
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
藤　

吉
信

　
　
　

睦
子

野
上　

榮
正

　
　
　

綾
子

新
宅　

仲
市

　
　

ク
ニ
コ

久
米
川
一
市

　
　
　

孝
子

武
市　

三
郎

　
　
　
　

史

川
端　

數
一

　
　
　

文
子

矢
田　
　

敦

　
　
　

博
美

笠
原　
　

武

　
　
　

利
子

遠
藤　

博
己

　
　
　

繁
美

半
山　

公
法

　
　
　

悦
子

吉
田　
　

功

　
　
　

幸
代

河
村　

克
己

　
　
　

信
子

和
田　

光
明

　
　
　

静
江

藤
本　

量
之

　
　

久
美
子

中
井　

勝
利

　
　
　

良
子

山
村　
　

隆

　
　
　

昌
子

桑
原　

正
信

　
　

千
鶴
子

実
平　
　

博

　
　

登
美
子

足
利　
　

久

　
　
　

元
子

阿
部　

敏
弘

　
　
　

和
子

山
口　

茂
雄

　
　

千
代
子

芥
川　

憙
弘

　
　
　

久
子

堂
免　

義
夫

　
　
　

梅
子

大
石　
　

宏

　
　
　

政
子

龍
門　

賢
治

　
　
　

王
子

坂
本　

貞
一

　
　
　

信
子

平
井　

克
己

　
　
　

功
子

秋
山　
　

旭

　
　
　

芳
枝

坂
尾　

茂
喜

　
　

美
智
子

山
口　

正
義

　
　
　

武
子

田
中　

瑞
穂

　
　

千
枝
子

森
下　

芳
行

　
　
　

縫
子

島
田　

桂
男

　
　

千
惠
子

横
田　

敏
信

　
　
　

文
子

岡
崎　
　

明

　
　
　

純
子

坂
東　

輝
美

　
　
　

勝
子

民　
　

保
博

　
　
　

吉
子

河
野　

計
之

　
　
　

美
江

以
西　
　

榮

　
　

キ
ヨ
子

清
重　

守
弘

　
　

登
茂
子

加
藤　

克
幸

　
　

惠
美
子

中
井　
　

昇

　
　
　

秀
子

隅
田　

良
佑

　
　

マ
ス
ミ

藤
本　

春
夫

　
　
　

章
子

木
内　
　

弘

　
　
　

源
枝

河
野　
　

勝

　
　
　

元
子

吉
岡　

重
雄

　
　
　
　

縁

友
成　

武
臣

　
　
　

京
子

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

石
井
地
区

浦
庄
地
区

石
井
地
区

高
原
地
区

浦
庄
地
区

藍
畑
地
区

高
原
地
区

藍
畑
地
区

高
川
原
地
区

高
川
原
地
区

金　

婚　

者

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

　

金
婚
者
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

者
は
、
敬
老
会
・
金
婚
者
激
励

会
へ
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
ご

夫
婦
の
お
名
前
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
長
寿
社
会
課

☎
６
７
４
・
６
１
１
１

米寿（88歳）到達者代表
姫野　昭治さん

夫婦そろって90歳代表
清 　　明さん・都子さん

卒寿（90歳）到達者代表
平田　勝正さん

金婚者代表
川端　數一さん・文子さん

夫婦そろって80歳代表
石川　佳孝さん・富子さん

ダイヤモンド婚者代表
吉岡　重雄さん・縁さん
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